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奥
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尚

尚

●
八
幡
屋
出
身
の
ロ
ッ
ク
ド
ラ

マ
ー
桐き

り

田た

勝か
つ

治じ

さ
ん

所
属
バ

ン
ド

ガ
ー
ゴ
イ
ル

の
ニ
ュ

ー
ア
ル
バ
ム

鬼き

書し
ょ

好
評

五
月
二
十
日
（
金
）
十
八
時
半

か
ら
江
坂
ミ
ュ
ー
ズ
（

六
三

八
七

〇
二
〇
三
）
で
ガ
ー
ゴ

イ
ル
の
ニ
ュ
ー
ア
ル
バ
ム
記
念

ラ
イ
ブ

五
月
二
十
一
日（
土
）

十
三
時
か
ら
大
阪

（

六
二
五
一

一
二

三
一
）
で
ガ
ー
ゴ
イ
ル
の
イ
ン

ス
ト
ア
イ
ベ
ン
ト
。

●
三
先
の
フ
ォ
ー
ク
歌
手
ペ
ド

ロ
さ
ん

五
月
二
十
一
日（
土
）

二
十
時
天
六
音ね

た

小
屋

五
月
二

十
二
日
（
日
）
十
四
時
天
満
寅

蔵
（
北
区
池
田
町

六
三
五
二

一
〇
九
一
）

五
月
二
十
九

日
（
日
）
ロ
ー
ジ
ー
（
中
央
区

西
心
斎
橋

六
二
一
三

三
九

九
九
）

毎
月
第
一
・
三
木
曜

各
二
十
時
ザ
セ
ラ
ー（
中
央
区

西
心
斎
橋

六
二
一
二

六
四

三
七
）

毎
月
第
三
火
曜
二
十

時
か
つ
お
の
遊
び
場
（
中
央
区

宗
右
衛
門
町

〇
九
〇

五
八

八
二

七
〇
一
五
）

毎
月
第

二
火
曜
二
十
時
半
ロ
ー
ジ
ー
。

●
市
岡
元
町
在
住
の
音
楽
ユ
ニ

ッ
ト

花
☆
キ
ャ
ラ

ポ
ッ

プ
ス
か
ら
沖
縄
民
謡
ま
で
生
活

に
根
ざ
し
た
明
る
く
前
向
き
で

分
か
り
や
す
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ

ン
グ

六
月
五
日
（
日
）
上
牧

本
澄
寺
（
阪
急
上
牧
駅
下
車
）

の
境
内
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

ジ

ュ
ゴ
ン
ラ
イ
ブ

に
出
演
予
定

（
演
奏
は
午
後
）
。

花☆キャラの演奏風景

快
調

市
岡
＠
ほ
ー
む
寄
席

地
元
住
民
が
運
営
す
る
地
域

寄
席

市
岡あ

＠っ
と

ほ
ー
む
寄
席

が
快
調
に
回
を
重
ね
、
四
月
十

七
日
に
は
四
回
目
が
催
さ
れ
ま

し
た
。
主
催
は
地
域
振
興
会
市

岡
町
会
連
合
会
、
繁
栄
商
店
街

振
興
組
合
、

み
な
と
等

か
ら
成
る
実
行
委
員
会
。

◆
女
性
落
語
や
漫
才
も

前
半
は
女
性
噺は

な

家し
か

・
桂
さ
ろ

め
さ
ん
が

セ
ー
ル
ス
ウ
ー
マ

ン

で
、
若
手
漫
才
コ
ン
ビ
・

プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
が
テ
ン
ポ
の

速
いし

喋ゃ
べ

り
で
笑
い
を
取
り
ま
し

た
。
次
い
で
中
堅
落
語
家
・
林

家
笑え

み

丸ま
る

さ
ん
が
巧
み
な
紙
切
り

芸
で
客
席
を
沸
か
せ
た
あ
と
、

古
典

目
薬

を
生
き
の
い
い

話
し
っ
ぷ
り
で
披
露
。

ト
リ
は
ベ
テ
ラ
ン
桂
文ぶ

ん

三ざ

さ

ん
。
手
拭ぬ
ぐ

い
や
扇せ

ん

子す

を
使
う
落

語
の
基
本
芸
を
紹
介
し
た
あ
と

演
じ
た
の
は
、
古
典
と
新
作
の

中
間
と
い
う
動
物
園
。
怠
け

者
の
男
が
毛
皮
を
着
て
動
物
園

の
ト
ラ
を
演
じ
る
バ
イ
ト
に
就つ

く
が
、
ラ
イ
オ
ン
と
の
一
騎
打

ち
シ
ョ
ー
で
は
、
相
手
も
実
は

毛
皮
を
着
た
動
物
園
の
園
長
だ

っ
た

と
い
う
怖
く
て
愉
快
な

話
。
円
熟
の
話
芸
で
会
場
が
温

か
な
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

◆
す
ご
く
楽
し
め
た
！

二
回
目
の
参
加
と
い
う
武
内

ゆ
か
り
さ
ん
（
市
岡
）
は

今

日
も
す
ご
く
楽
し
め
ま
し
た
。

民
謡
や
楽
器
演
奏
な
ど
地
元
の

人
の
芸
や
、
子
供
で
も
分
か
り

や
す
い
出
し
物
を
加
え
て
い
け

ば
、
さ
ら
に
い
い
寄
席
に
な
る

で
し
ょ
う

。
孫
の
楠く

す

谷た
に

颯は
や

士と

君
（
市
岡
小
一
年
）
は

プ
ラ

ス
マ
イ
ナ
ス
（
の
テ
ン
ポ
の
速

い
喋
り
）が
全
部
面
白
か
っ
た

と
満
足
そ
う
で
し
た
。

◆
吉
本
興
業
が
呼
び
か
け

円
熟
の
話
芸
で
笑
わ
せ
た
ベ
テ

ラ
ン
落
語
家
・
桂
文
三
さ
ん

巧
み
な
紙
切
り
芸
で
も
沸
か
せ

た
落
語
家
・
林
家
笑
丸
さ
ん

こ
の
寄
席
は
吉
本
興
行
が
市

内
数
カ
所
で
継
続
中
の
地
域
活

性
化
イ
ベ
ン
ト
の
一
環
で
、
港

区
で
は
市
岡
地
域
に
呼
び
か
け

が
あ
り
、田
中
機
械
ホ
ー
ル（
南

市
岡
三

六

二
六
、
レ
ス
ト

ラ
ン

地
底
旅
行

横
）
を
会

場
に
一
月
か
ら
毎
月
開
催
。
入

場
無
料
。
出
演
者
は
無
報
酬
。

次
回
は
五
月
二
十
二
日（
日
）

十
四
時
か
ら
。
問
い
合
わ
せ
は

実
行
委
員
の
近
藤
洋ひ

ろ

史ふ
み

さ
ん

（

六
五
八
三

〇
三
二
六
ふ

と
ん
館
ひ
ら
の
や
）
ま
で
。

石
炭
倉
庫

感
動
呼
ん
だ

楢
山
節
考

楢な
ら

山や
ま

節ぶ
し

考こ
う

が
四
月
上
旬
、

波
除
の
石
炭
倉
庫
で
上
演
さ
れ

好
評
で
し
た
。
原
作
は
姥う

ば

捨
て

伝
説
を
素
材
に
し
た
深
沢
七
郎

の
小
説
。
あ
ん
が
い
お
ま
る
脚

本
・
演
出
。
あ
ん
が
い
お
ま
る

一
座
ス
タ
ジ
オ
公
演
。

♪
塩
屋
の
お
と
り
さ
ん

は
運
が
よ
い

山
へ
行
く
日
に

ゃ
雪
が
降
る

。
山
深
い
信

州
の
村
。
今
年
も

楢
山
の
歌

が
聞
こ
え
る
。
村
の
年
寄
は
七

十
に
な
る
と
山
へ
行
く
。
六
十

九
の
お
り
ん
は
息
子
の
後
妻
も

迎
え
、
支し

度た
く

を
整
え
て
そ
の
日

を
待
ち
望
む
。
が
、
孝
行
息
子

の
辰
平
は
気
が
進
ま
な
い
。
他

家
で
は
山
行
き
を
拒
む
爺
さ
ん

が
息
子
に
折せ

っ

檻か
ん

さ
れ
て
い
る
。

や
が
て
年
明
け
も
近
い
冬
の

夜
、
母
を
背
負
っ
て
歩
き
出
す

辰
平
。
辛つ

ら

く
て
も
、
そ
れ
が
貧

し
い
村
のお

掟き
て

で
あ
っ
た

。

◆
迫
真
の
演
技
に
感
動

家
族
の
食
い
扶ぶ

持ち

を
減
ら
す

た
め
凛り

ん

と
し
て
死
に
赴お

も

くむ

お
り

ん
役
の
迫
真
の
演
技
が
感
動
を

呼
び
ま
し
た
。
息
子
役
、
爺
さ

ん
役
ら
の
感
情
移
入
も
胸
に
迫

り
、
素
朴
で
哀
調
を
帯
び
た
挿

入
歌
（
原
作
者
の
作
）
が
悲
し

み
を
掻か

き
立
て
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
こ
の
時
代
が

果
た
し
て
今
よ
り

暗
い

悲

し
い

遅
れ
て
い
る

と
言

え
る
だ
ろ
う
か
、
貧
し
く
て
も

本
人
や
家
族
の
覚
悟
と
準
備
を

得
た
計
画
的
・
利
他
的
な
死

は
、
病
院
や
施
設
で
の
個
人
的

・
受
動
的
な
死
よ
り
も
む
し
ろ

幸
福
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か

そ
ん
な
こ
と
も
考
え
さ
せ
ら
れ

た
、
高
齢
社
会
へ
の
深
い
問
い

か
け
を
含
む
舞
台
で
し
た
。

あ
ん
が
い
お
ま
る
一
座
ス
タ

ジ
オ
公
演

口
の
な
い
群
れ

雑ざ

魚こ

の
棲す

む
路
地

直
木

賞
作
家
・
難な

ん

波ば

利と
し

三ぞ
う

の
小
説
を

元
に
し
た
、
人
生
を
考
え
さ
せ

る
朗
読
劇
二
本
。
あ
ん
が
い
お

ま
る
演
出
。
六
月
十
一
日
（
土
）

十
三
時
、
十
四
時
半
、
十
六
時
、

六
月
十
二
日
（
日
）
十
三
時
、

十
四
時
半
、
十
六
時
の
六
回
公

演
。
前
売
千
五
百
円
（
二
本
通

し
二
千
八
百
円
）
、
当
日
千
八

百
円
（
同
三
千
二
百
円
）
。
問

合
せ
・
申
込
は
会
場
の
石
炭
倉

庫
（
波
除
六

五

一
八
、

六
五
八
一

〇
六
六
四
）
へ
。

迫
真
の
演
技
が
感
動
を
呼
ん

だ

楢
山
節
考

の
一
場
面

弁
天
ま
つ
り

住
民
参
加
型
の
地
域
イ
ベ
ン

ト

弁
天
ま
つ
り

が
四
月
二

十
九
日
午
後
、
弁
天
町
オ
ー
ク

広
場
で
開
催
さ
れ
、
賑
わ
い
ま

し
た
。
港
区
弁
天
連
合
振
興
町

会
（
上
田
哲
夫
会
長
）
と
オ
ー

ク

が
毎
年
こ
の
時
期
に
共
催

し
、
十
八
回
目
。

♪
高
水
準
の
歌
唱
に
喝
采

毎
年
人
気
の

カ
ラ
オ
ケ
大

会

で
は
各
町
会
推
薦
の
二
十

組
が
登
壇
。
弁
天
一
な
ら
港
区

一

の
声
も
あ
る
ハ
イ
レ
ベ
ル

大
会
と
あ
っ
て
予
想
通
り
の
大

混
戦
と
な
り
ま
し
た
が
、
審
査

の
結
果
、
次
の
各
賞
が
決
ま
り

ま
し
た
（
カ
ッ
コ
内
町
会
名
）
。

優
勝

植
松
祐ゆ

う

子こ

さ
ん
（
三

丁
目
北
）

準
優
勝

渡わ
た

部な
べ

武

志
さ
ん
（
二
丁
目
東
）

北
の

漁
場

会
長
賞

宇
山
重し

げ

美み

さ
ん
（
五
丁
目
東
）

矢
切
の

渡
し

女
性
部
長
賞

中
山

真ま

衣い

・
平
田
美み

帆ほ

さ
ん
（
三
丁

目
西
）

ハ
ナ
ミ
ズ
キ

店

舗
会
賞

宮
内
勝か

つ

也や

さ
ん
（
四

丁
目
北
）

公
園
の
手
品
師

オ
ー
ク
賞

藤
田ひ

尚さ
し

さ
ん

（
四
丁
目
西
）
女
の
ち
ぎ
り

ゲ
ス
ト
賞

大お
お

馬ま

美
智
子
さ

ん
（
五
丁
目
西
）

涙

♪
被
災
地
支
援
の
報
告
も

表
彰
式
で
上
田
会
長
は

新

旧
の
参
加
で
活
気
が
あ
っ
た
。

審
査
は
難
航
し
た
が
、
優
勝
者

の
歌
唱
は
素
晴
ら
し
く
、
全
員

一
致
だ
っ
た

と
講
評
す
る
と

共
に
、
震
災
後
、弁
天
連
合
と

し
て
急
き
ょ
募
金
活
動
に
取
り

組
ん
だ
が
、
短
期
間
に
約
二
八

四
万
円
が
集
ま
り
、
日
本
赤
十

字
社
を
通
じ
て
被
災
地
へ
届
け

た
。
区
全
体
で
は
約
一
五
四
七

万
円
だ
っ
た
が
、
弁
天
が
一
番

多
か
っ
た

と
東
日
本
大
震
災

支
援
活
動
を
報
告
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
舞
台
で
は
合
唱
や

演
奏
や
踊
り
が
次
々
と
登
場
。

カ
ラ
オ
ケ
の
後
に
は
松
浦
ゆ
み

さ
ん
（
磯
路
在
住
）
の
ミ
ニ
ラ

イ
ブ
が
あ
り
、
プ
ロ
の
歌
唱
が

会
場
を
唸
ら
せ
ま
し
た
。
最
後

は
全
員
参
加
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

で
大
き
な
盛
り
上
が
り
の
う
ち

で
爽
や
か
に
友
情
と
希
望
を
歌

い
上
げ
、
優
勝
に
輝
い
た
植
松

祐
子
さ
ん
（
前
は
次
男
）

透
き
通
っ
た
歌
声
で
ム
ー
ド
を

込
め
て

恋
月
夜

を
歌
う
前

年
優
勝
・
佐
藤
猛
雄
さ
ん

張
り
の
あ
る
声
と
見
事
な
小
節

で

女
の
ち
ぎ
り

を
歌
い
上

げ
た
藤
田
尚
さ
ん
は
オ
ー
ク
賞

感
情
を
込
め
た
丁
寧
な
歌
い
方

で

涙
そ
う
そ
う

を
披
露
す

る
清
水
佳
子
さ
ん

し
っ
と
り
落
ち
着
い
た
歌
唱
で

涙

を
披
露
し
、
ゲ
ス
ト
賞

に
輝
い
た
大
馬
美
智
子
さ
ん

会
長
賞
の
宇
山
重
美
さ
ん
は

昨
年
亡
く
し
た
家
内
も
天
国

で
喜
ん
で
く
れ
る
で
し
ょ
う

に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

♪
友
情
や
希
望
に
心
込
め

カ
ラ
オ
ケ
で
優
勝
し
た
植
松

祐
子
さ
ん

は
会
社
員
で
二

児
の
母
。
出
場
二
回
目
で
の
栄

冠
で
し
た
。

歌
は
何
で
も
好

き
で
、
キ
ロ
ロ
の

プ
ロ
の
歌
唱
で
唸
ら
せ
た
磯
路

在
住
の
歌
手
・
松
浦
ゆ
み
さ
ん

ダ
ン
ス
を
バ
ッ
ク
に
歌
う

青
木
美
香
子
さ
んも

前
か
ら
大

好
き
で
し
た
が
、
友
情
や
励
ま

し
や
希
望
を
歌
う
歌
詞
が
大
震

災
後
の
今
に
ぴ
っ
た
り
だ
と
思

い
、
歌
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
一
週
間
は
集
中
的
に
練
習

し
、
特
に
繰
り
返
し
の
部
分
に

心
を
込
め
ま
し
た
。
何
か
賞
が

も
ら
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、優
勝
で
き
て
び
っ
く
り
。

と
て
も
嬉
し
い
で
す

と
喜
び

を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
つ
り
全
体
を
通
じ
て
、
日

頃
の
弁
天
住
民
の
パ
ワ
ー
が
一

気
に
花
開
い
た
よ
う
な
、
溢
れ

る
活
気
が
印
象
的
で
し
た
。
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